
資料２ 

遮水壁による遮水効果のモニタリングについて 
 

１ 目的 

遮水壁による遮水の効果を監視する必要がある。 

従って、今後の継続的な遮水効果のモニタリング方法について検討したので報告

する。 

 

２ モニタリング方法 

遮水壁外部に設置されているア－９及びア－１０の井戸については、遮水壁による

遮水効果のモニタリングを前提に設置された井戸であるため、ア－９及びア－１０に

おいて下記のとおりモニタリングを実施する。 

 

１）電気伝導度等の水質調査を１２回／年に増加し、水質の変化を継続的に監視する。 

 

２）参考として、場内地下水及び浸出水の水質と比較する。 

 

 


